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特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

当社は平成26年２月期第４四半期（平成25年12月１日～平成26年２月28日）におきまして、下記のとおり

特別損失を計上いたします。 

また、平成25年10月11日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

１． 特別損失の計上について 

（１） 劇場閉鎖損失引当金繰入額 

当社グループは適切な経営資源の配分を推し進めており、連結子会社の運営する映画劇場施設における

不採算拠点の一部撤退を本日開催の取締役会において決議いたしました。これに伴い連結子会社にて劇場

閉鎖損失引当金繰入額が発生し、連結決算においても特別損失として782百万円を計上いたします。 

（２） 社債償還損 

連結子会社において、歌舞伎座タワー建設資金の一部として借入れた社債を、有利子負債圧縮及び支払

利息軽減のため、繰り上げ償還することを本日の取締役会において決議いたしました。これに伴い連結子

会社にて社債償還損が発生し、連結決算においても特別損失として448百万円を計上いたします。 

（３） 減損損失 

当社が保有する賃貸不動産の売却を本日の取締役会において決議したことにより、減損損失1,482百万

円を連結決算及び個別決算において特別損失として計上いたします。本日公表の「固定資産の譲渡及び特

別損失計上に関するお知らせ」を合わせてご覧ください。 

また、連結子会社の所有する賃貸不動産について現在の状況を踏まえ将来計画を勘案した結果、「固定

資産の減損会計に係る会計基準」に従って連結子会社にて減損損失が発生し、連結決算においても特別損

失として305百万円を計上いたします。 

（４） 関係会社株式評価損 

当社が保有する関係会社株式のうち、純資産額が著しく減少したものについて、個別決算において「金

融商品に関する会計基準」に従って関係会社株式評価損441百万円を計上いたします。なお、当該評価損

は個別決算において特別損失として計上いたしますが、平成26年２月期の連結業績への影響はありません。 
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２． 平成26年２月期業績予想の修正について 

（１）連結業績予想の修正 

平成26年２月期通期の連結業績予想数値の修正（平成25年３月１日～平成26年２月28日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 91,100 7,160 5,460 3,310 24.10

今回修正予想（Ｂ） 90,170 7,800 5,660 1,600 11.64

増 減 額（Ｂ－Ａ） △930 640 200 △1,710 

増 減 率（ ％ ） △1.0 8.9 3.7 △51.7 

（ご参考）前期実績 

（平成25年２月期通期） 
78,600 3,067 1,530 1,001 7.29

 

 

（２）個別業績予想の修正 

平成26年２月期通期の個別業績予想数値の修正（平成25年３月１日～平成26年２月28日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 53,920 3,820 2,310 16.71

今回修正予想（Ｂ） 53,200 4,470 1,320 9.47

増 減 額（Ｂ－Ａ） △720 650 △990 

増 減 率（ ％ ） △1.3 17.0 △42.9 

（ご参考）前期実績 

（平成25年２月期通期） 
40,625 666 600 4.34

 

 

３． 修正の理由 

通期連結業績につきましては、売上高は予想に比べ若干減少しつつも、歌舞伎を中心とした演劇事業が

盛況であったため、営業利益、経常利益は予想を上回り好調に推移いたしました。当期純利益については、

経営資源の選択と集中を進めた結果、上記記載の特別損失3,017百万円を計上するため、前回発表した予想

数値を下回る見込みとなりました。よって、平成26年２月期の通期連結業績予想を修正いたします。 

 また通期の個別業績予想につきましても、上記記載の特別損失1,923百万円を計上するため、前回発表し

た予想数値を下回る見込みとなりました。よって、平成26年２月期の通期個別業績予想を修正いたします。 

 

 

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、多分に不確

定な要素を含んでおります。実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合がありま

す。 

以 上 


